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学
園
歌
の
沿
革
と
現
状
を
み
る

　
　
　

―
そ
の
正
し
い
継
承
と
高
揚
を
願
っ
て
―

石　

田　

健　

一

は
じ
め
に

　

現
在
、
関
西
大
学
を
は
じ
め
、
学
校
法
人
関
西
大
学
が
設
置
す

る
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
・
園
に
は
、
学
歌
、
校
歌
、
学
生
歌
、
逍
遥

歌
、
そ
し
て
応
援
歌
等
、
多
く
の
学
園
歌
が
あ
る
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
、学
歌
と
学
生
歌
を
と
り
あ
げ
て
、沿
革
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

そ
し
て
現
状
を
記
し
て
、
種
々
の
問
題
点
を
改
め
る
方
向
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
。

　

沿
革
を
求
め
よ
う
と
し
た
動
機
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
の
一

つ
は
、
学
園
歌
を
歌
う
機
会
が
増
え
る
大
学
創
立
一
二
〇
周
年
の

佳
節
を
目
前
に
し
た
時
期
に
、
歌
詞
や
テ
ン
ポ
の
ば
ら
つ
き
を
解

消
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
で
あ
る
。

　

折
し
も
、
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
七
月
一
九
日
に
開
催
の

年
史
編
纂
委
員
会
の
席
上
、
神
堀
忍
委
員
か
ら
現
行
学
歌
の
歌
詞

の
誤
謬
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
年
史
編
纂
委
員
会
で
は
、
そ

の
確
定
版
を
作
成
す
る
た
め
、
事
務
レ
ベ
ル
で
作
業
チ
ー
ム
を
設

け
て
着
手
し
、
歌
唱
の
際
や
多
様
な
印
刷
物
を
想
定
し
、
完
成
原

稿
（
版
下
）
と
し
て
使
用
可
能
な
シ
ー
ト
様
式
の
「
大
学
歌
集
フ

ァ
イ
ル
」
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
再
生
産
物
の
統
一
を
図
れ

ば
、
校
正
段
階
も
省
力
化
で
き
る
こ
と
か
ら
一
石
二
鳥
の
メ
デ
ィ

ア
を
提
供
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は「
関
西
大
学
通
信
」（
第

三
〇
八
号
）
に
も
掲
載
し
て
広
く
関
係
者
に
利
用
を
推
奨
し
た
の

で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
少
し
は
効
果
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
歌
わ
れ
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て
い
る
学
歌
の
テ
ン
ポ
が
指
定
よ
り
も
い
た
ず
ら
に
遅
い
風
潮
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
学
歌
は
作
曲
者
が
﹇
♩
＝

一
一
二
﹈
と
指
定
し
て
い
る
が
、
実
際
、
巷
間
で
ア
・
カ
ペ
ラ
で

歌
わ
れ
る
学
歌
は
概
し
て
テ
ン
ポ
が
遅
く
、﹇
♩
＝
九
六
﹈
程
度

に
落
ち
た
ケ
ー
ス
に
出
会
う
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
で
は
、
原
譜
に

指
定
の
「
力
強
く
明
瞭
に
、
マ
ー
チ
の
テ
ン
ポ
で
」
の
雰
囲
気
に

は
欠
け
る
。

　

ま
た
、
学
園
歌
の
う
ち
、
と
く
に
印
刷
物
に
み
ら
れ
る
学
生
歌

の
歌
詞
に
は
誤
字
が
多
い
問
題
点
が
あ
る
。
歌
詞
の
中
に
は
、
現

在
、
日
常
語
に
ほ
ど
遠
い
用
語
を
、
一
方
的
に
解
釈
し
て
適
当
に

置
き
替
え
て
い
る
例
が
目
立
つ
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
学
園
歌
の
現
状
を
示
し
、
原
点
を
求
め
て

沿
革
を
た
ど
り
、
関
西
大
学
関
係
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象

徴
で
あ
る
学
園
歌
の
正
統
を
確
認
し
、
継
承
し
て
い
く
の
に
役
立

て
た
い
と
考
え
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
動
機
で
あ
る
。

　

音
の
保
存
と
再
生
は
、
ト
ー
マ
ス
・
Ａ
・
エ
デ
ィ
ソ
ン
（
一
八

四
七

－
一
九
三
一
）
の
蓄
音
機
の
発
明
（
一
八
八
七
）
に
よ
り
可

能
と
な
っ
た
。
学
歌
の
成
立
は
蓄
音
機
以
後
で
は
あ
る
が
、
保
存

さ
れ
て
い
る
音
源
史
料
は
乏
し
い
。
正
し
い
学
園
歌
の
普
及
を
願

っ
て
、
量
産
し
て
配
布
さ
れ
た
の
は
、
教
育
後
援
会
が
昭
和
四
四

（
一
九
六
九
）
年
に
企
画
・
制
作
し
た
ソ
ノ
シ
ー
ト
「
わ
れ
ら
関

大
生
」
を
嚆
矢
と
し
、
今
日
の
「
わ
れ
ら
関
大
生
」（
Ｃ
Ｄ
エ
キ

ス
ト
ラ
版
）
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
私
の
見
聞
に
よ
る
と
こ
ろ
も
多
少
は
あ
る
が
、
主

と
し
て
関
西
大
学
の
貴
重
な
年
史
資
料
か
ら
引
用
し
て
組
み
立
て

た
。
引
用
、
参
照
し
た
資
料
は
、
作
詞
者
、
作
曲
者
の
原
史
料
の

ほ
か
に
、
①『
關
西
大
學
創
立
五
十
年
史
』（
昭
和
一
一
年
五
月

一
日
発
行
）　

②『
関
西
大
学
七
十
年
史
』（
昭
和
三
一
年
三
月
三

一
日
発
行
）　

③『
関
西
大
学
百
年
史
』「
通
史
編　

上
」（
昭
和

六
一
年
一
一
月
四
日
発
行
）『
同
』「
通
史
編　

下
」（
平
成
四
年

三
月
三
一
日
発
行
）
ほ
か
、『
同
』「
人
物
編
」「
資
料
編
」「
年
表
・

索
引
編
」　

④『
関
西
大
学
百
二
十
年
史
』　

⑤『
関
西
大
学
百
年

の
あ
ゆ
み
』（
以
下
『
あ
ゆ
み
』
は
一
一
五
年
・
一
二
〇
年
に
も
）

等
、い
ず
れ
も
略
記
し
て
出
典
を
示
し
た
。
ま
た
『
千
里
山
學
報
』

は
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
『
関
西
大
學
學
報
』
と
改
題
さ
れ
、

両
題
名
の
学
報
が
重
複
し
た
期
間
が
な
い
た
め
、
単
に
『
学
報
』

と
し
て
通
刊
番
号
を
併
記
し
た
。
さ
ら
に
、
取
り
上
げ
た
現
行
の

学
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
他
の
印
刷
物
等
で
周
知
の
こ
と
と
し
て
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割
愛
し
た
。

一　

関
西
大
学
学
歌
に
つ
い
て

1　

初
め
に
「
校
歌
」
あ
り
き

　

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
、
西
日
本
で
初
め
て
創
設
さ
れ

た
法
律
の
専
門
学
校
と
し
て
の
関
西
法
律
学
校
を
源
流
に
も
つ
関

西
大
学
に
は
、
現
行
の
「
自
然
の
秀
麗　

人
の
親
和
」
で
は
じ
ま

る
「
学
歌
」
が
生
ま
れ
る
は
る
か
三
〇
年
前
か
ら
「
校
歌
」
が
存

在
し
た
。
こ
の
、「
校
歌
」
は
、
池
邊
義
象
（
一
八
六
四
〜
一
九

二
三
）
作
詞
、
弘
田
竜
太
郎
（
一
八
九
二
〜
一
九
五
二
）
作
曲
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
遥
に
高
き
生
駒
山　

溶
々
尽
き
ぬ
淀
の
水
」

と
続
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
譜
面
の
全
容
ま
で
知
る
術
も

な
い
。
池
邊
は
藤
園
の
号
を
も
つ
高
名
な
国
文
学
者
で
、
古
代
法

制
に
も
精
通
し
、
一
高
教
授
、
御
歌
所
寄
人
を
務
め
た
人
物
。
ま

た
弘
田
は
東
京
音
楽
学
校
卒
・
同
校
教
授
、「
叱
ら
れ
て
」「
雀
の

学
校
」
な
ど
の
童
謡
や
歌
曲
に
作
品
が
多
い
。
し
か
し
、
大
正
期

後
半
に
い
た
り
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ
の
昇
格
を
目
指
す
趨
勢

に
あ
っ
て
、
こ
の
「
校
歌
」
の
歌
詞
に
は
感
覚
的
に
も
一
歩
の
ず

れ
が
感
じ
ら
れ
、
昇
格
の
熱
い
潮
に
は
乗
れ
な
い
隔
靴
掻
痒
の
感

が
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
と
く
に
大
学
令
に
よ

る
大
学
へ
の
昇
格
を
め
ざ
す
な
か
、
請
わ
れ
て
総
理
事
に
就
任
し

た
関
西
財
界
の
巨
頭
・
山
岡
順
太
郎
（
一
八
六
六
〜
一
九
二
八
）

の
胸
に
そ
の
思
い
が
強
か
っ
た
こ
と
は
、
山
岡
が
『
学
報
』
を
は

じ
め
と
す
る
当
時
の
学
内
メ
デ
ィ
ア
に
残
し
て
い
る
数
か
ず
の
文

章
か
ら
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
う
し
て
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
二
月
五
日
、
文
部
大

臣
に
大
学
昇
格
認
可
申
請
書
を
提
出
し
て
か
ら
、
実
に
一
年
四
か

月
を
経
た
大
正
一
一
年
六
月
五
日
、
よ
う
や
く
、
そ
の
認
可
を
得

た
の
で
あ
る
が
、
認
可
申
請
と
平
行
し
て
「
日
進
月
歩
の
時
勢
と

校
運
に
ふ
さ
わ
し
い
新
た
な
学
歌
」（『
学
報
』
第
二
号
＝
要
約
）

を
求
め
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

2　

新
学
歌
制
定
の
機
運

　

現
在
歌
わ
れ
て
い
る
「
自
然
の
秀
麗　

人
の
親
和
」
で
始
ま
る

三
節
か
ら
な
る
学
歌
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
大
正
一

一
（
一
九
二
二
）
年
九
月
一
一
日
の
理
事
会
で
決
議
し
て
制
定
さ

れ
た
（
制
定
に
関
す
る
諸
記
録
の
中
に
は
、
九
月
一
五
日
付
と
し

た
記
録
も
あ
る
）
も
の
で
、
曲
は
二
九
小
節
、
し
た
が
っ
て
演
奏
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時
間
は
六
二
・
五
秒
の
曲
で
あ
る
。

　

関
西
大
学
で
は
、
こ
の
年
の
六
月
五
日
、
念
願
の
大
学
令
に
よ

る
大
学
へ
の
昇
格
が
認
め
ら
れ
た
の
を
機
に
、
山
岡
は
、
従
来
の

校
歌
（
国
文
学
者
・
池
邊
義
象
作
詞
、
弘
田
竜
太
郎
作
曲
）
を
廃

し
て
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
学
歌
を
求
め
た
。
文
部
大

臣
に
大
学
昇
格
認
可
申
請
書
を
提
出
し
た
あ
と
、
教
授
・
服
部
嘉

香
（
一
八
八
六
〜
一
九
七
五
）
に
作
詞
を
依
頼
し
て
い
た
も
の
だ

が
、
服
部
は
歌
詞
の
創
作
過
程
で
、
山
岡
順
太
郎
か
ら
い
く
つ
か

の
注
文
を
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
の
意
も
体
し
つ
つ
服
部
が
完
成
さ

せ
た
歌
詞
が
『
学
報
』（
第
二
号
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
服
部
に
依
頼
し
、
完
成
し
た
歌
詞
を
「
こ
の
歌
詞
を
案
と

し
て
紹
介
し
、
大
方
の
批
判
を
俟
つ
」
と
結
ん
で
い
る
。
広
く
学

生
、
教
職
員
、
校
友
に
意
見
を
求
め
て
い
る
あ
た
り
、
な
か
な
か

進
取
的
で
太
っ
腹
で
あ
る
。

　

服
部
の
原
作
は
一
節
七
聯
、
三
節
か
ら
な
る
が
、
原
作
で
あ
る

た
め
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
（
ス
ペ
ー
ス
制
約
上
、
こ

こ
で
は
二
句
一
聯
ご
と
の
改
行
は
、ス
ラ
ッ
シ
ュ
／
で
区
切
っ
た
）。

（
一
）
自
然
の
秀
麗　

人
の
親
和
／
た
ぐ
ひ
な
き　

こ
の
學

園
。
／
わ
れ
ら
立
つ　

人
生
の
曙
に
／
遠
き
理
想
を　

仰

ぎ
つ
ゝ
／
学
ぶ
は
一
途　

純
正
の
／
若
き
心
に　

讃
へ
な

ん
／
關
西
大
學　

長
き
歴
史
。

（
二
）
自
學
の
修
練　

自
治
の
發
揮
／
た
ぐ
ひ
な
き　

こ
の

學
園
。
／
わ
れ
ら
持
つ　

博
大
の
精
神
に
／
正
義
の
奉
仕　

世
に
為
す
と
／
期
す
る
は
一
途　

研
學
の
／
日
日
を
樂
し

山岡順太郎

宮島　綱男

服部　嘉香



39　関西大学年史紀要　18

み　

忘
れ
ま
じ
／
關
西
大
學　

重
き
使
命
。

（
三
）
眞
理
の
熱
愛　

學
の
權
威
／
た
ぐ
ひ
な
き　

こ
の
學

園
。
／
わ
れ
ら
爲
す　

潑
溂
の
躍
進
に
／
高
き
文
化
を　

創
ら
ん
と
／
勵
む
は
一
途　

洋
洋
の
／
榮
え
の
時
代
に　

先
駈
く
る
／
關
西
大
學　

高
き
譽

　

こ
の
原
作
に
大
方
の
批
判
を
俟
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
果
た
し

て
ど
れ
だ
け
の
意
見
が
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
歌
詞

に
対
し
て
、
山
岡
と
専
務
理
事
・
宮
島
綱
男
（
一
八
八
四
〜
一
九

六
五
・
の
ち
理
事
長
）
の
二
人
が
加
わ
っ
て
、
前
後
三
回
に
わ
た

り
山
岡
邸
で
推
敲
を
重
ね
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

　

服
部
は
大
正
一
二
年
に
『
学
報
』（
第
六
号
）
に
「
本
學
學
歌

に
就
て
」
の
一
文
を
寄
せ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
「
學
歌
の
歌
詞

に
付
て
は
、
山
岡
總
理
事
邸
で
前
後
三
回
宮
島
専
務
理
事
と
共
に

三
名
協
議
を
い
た
し
ま
し
た
。
總
理
事
の
懇
切
な
御
注
意
に
よ
り

訂
正
し
た
部
分
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
来
は
總
理
事
と

私
と
の
合
作
と
も
い
ふ
べ
く
、一
層
合
理
的
に
言
へ
ば
、總
理
事
、

専
務
理
事
、
私
三
人
の
合
作
で
あ
り
ま
す
。
茲
に
私
の
良
心
の
命

ず
る
所
に
よ
り
一
言
加
へ
て
お
き
ま
す
。」
と
あ
り
、
三
人
で
推

敲
し
て
や
っ
と
完
成
さ
せ
た
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
鳩
首
協

議
で
は
相
当
に
活
発
な
議
論
の
す
え
、
字
句
が
修
正
さ
れ
た
こ
と

が
現
行
の
歌
詞
と
の
対
比
で
明
ら
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
新
し
い
学
歌
の
制
定
を
決
議
し
た
九
月
一
一
日
の
理

事
会
の
議
事
録
に
は
不
可
解
な
点
が
残
る
。
議
事
録
に
は
、

　
　

一
、
學
歌
選
定
ニ
関
ス
ル
件

　
　
　
　

従
来
ノ
校
歌
ヲ
廃
シ
左
記
ヲ
本
學
學
歌
ト
シ
テ
新
定
ス

　
　
　
　

服
部
嘉
香
氏　

作

　
　
　
　

藤
井
清
水
氏　

曲

　
　
　
　

但
作
曲
ハ
更
ニ
之
ヲ
山
田
耕
作

（
マ
マ
）氏
ニ
依
頼
ス

と
あ
る
。
こ
の
議
事
録
か
ら
は
、
学
歌
に
は
藤
井
清
水
の
作
曲
を

充
て
て
「
新
定
」
し
た
も
の
の
、
納
得
が
い
か
ず
、
あ
ら
た
め
て

山
田
耕
筰
に
作
曲
を
依
頼
し
た
と
し
か
理
解
で
き
な
い
。
そ
し
て
、

学
歌
と
し
て
制
定
さ
れ
定
着
し
た
の
は
山
田
耕
筰
・
作
曲
の
現
行

の
学
歌
で
あ
る
。
藤
井
の
曲
は
、
こ
の
筋
書
き
で
は
日
の
目
を
み

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
今
で
は
そ
の
断
片
す
ら
見
い
だ
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
服
部
が
先
の
『
学
報
』（
第
六
号
）
に

書
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
藤
井
清
水
に
は
、「
い
ず
れ
学

生
歌
の
作
曲
を
依
頼
す
る
」
と
い
っ
た
く
だ
り
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
も
、「
御
空
に
輝
く
撩
爛
の
」
と
歌
う
現
行
の
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学
生
歌
で
は
な
い
は
ず
で
、
こ
の
頃
の
事
実
経
過
を
追
う
こ
と
は

か
な
り
難
し
い
。

3　
「
学
の
実
化
」
は
教
育
理
念

　
「
学
の
実
化
」
は
大
学
の
教
育
理
念
で
あ
り
学
風
で
も
あ
る
。

こ
れ
は
、学
歌
第
二
節
第
一
聯
に
も
「
真
理
の
討
究　

学
の
実
化
」

と
歌
い
こ
ま
れ
て
い
る
。

　

学
歌
で
は
、
歌
唱
上
の
理
由
で
「
じ
つ
げ
」
と
歌
う
。
こ
れ
は

作
曲
者
・
山
田
耕
筰
の
意
向
に
よ
る
が
、
拗
音
や
長
音
の
不
明
瞭

な
発
声
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
普
通
名
詞
で
は
「
じ
っ
か
」
で

あ
り
、山
岡
の
女
婿
に
あ
た
る
岸
田
幸
雄
氏
（
の
ち
兵
庫
県
知
事
）

か
ら
「
義
父
は
い
つ
も
学
の
ジ
ッ
カ
、
ジ
ッ
カ
と
言
っ
て
い
ま
し

た
」
と
い
う
聞
き
書
き
を
学
術
情
報
事
務
局
・
熊
博
毅
次
長
が
残

し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
部
で
「
じ
っ
け
」
と
も
発
音
さ
れ
て
い
た

が
、
こ
う
発
音
す
る
と
仏
教
用
語
の
「
権
化
（
ご
ん
げ
）」
の
対

義
概
念
を
指
す
。
関
西
大
学
で
は
、
こ
の
「
学
の
実
化
」
は
日
常

的
に
は
「
じ
っ
か
」
と
発
音
し
つ
つ
も
、
学
歌
で
は
「
じ
つ
げ
」

と
歌
っ
て
き
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

総
理
事
・
山
岡
は
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
へ
の
昇
格
を
果
た
し

た
こ
と
を
う
け
て
、『
学
報
』（
第
二
号
）
に
「
学
理
と
実
際
と
の

調
和
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
、
新
大
学
の
あ
る
べ
き
方
向

を
示
し
て
い
る
。「
学
の
実
化
」
を
具
現
化
す
る
た
め
に
「
学
理

と
実
際
と
の
調
和
」「
国
際
的
精
神
の
涵
養
」「
外
国
語
学
習
の
必

要
」「
体
育
の
奨
励
」
を
力
強
く
提
唱
し
て
邁
進
し
た
こ
と
が
よ

く
分
か
る
。
今
日
、
こ
の
大
学
の
理
念
は
多
次
元
に
わ
た
る
発
展

を
み
せ
て
教
学
方
針
の
根
幹
と
し
て
脈
打
っ
て
い
る
。
次
つ
ぎ
と

内
外
の
有
名
人
を
招
い
て
「
学
の
実
化
講
座
」
を
開
講
し
た
の
も
、

こ
の
四
本
柱
の
成
就
を
期
す
山
岡
の
熱
い
願
い
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　
「
真
理
の
討
究
」
と
「
人
格
の
陶
冶
」
を
二
本
立
て
と
し
、「
学

問
の
実
際
化
」「
自
由
の
訓
練
」「
自
治
の
発
揮
」
も
織
り
込
み
た

い
と
い
う
の
が
、
作
詞
に
あ
た
っ
て
の
大
学
首
脳
陣
の
注
文
で
あ

っ
た
と
い
う
作
詞
者
の
述
懐
が
『
百
年
史
』（
上
四
二
七
ペ
ー
ジ
）

に
記
さ
れ
て
い
る
。

4　

学
歌
の
成
立
と
歌
詞

　

現
行
の
学
歌
は
、
今
述
べ
た
張
り
詰
め
た
雰
囲
気
の
中
で
修
正

さ
れ
て
よ
う
や
く
完
成
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
三
節
に
わ
た
り
、
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歌
詞
は
み
ご
と
に
推
敲
さ
れ
て
い
る
。

　

各
節
七
聯
、
各
聯
は
上
句
・
下
句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
各

節
と
も
に
各
聯
の
上
句
・
下
句
、
い
ず
れ
も
音
節
数
、
品
詞
、
構

成
等
が
よ
く
推
敲
さ
れ
、統
一
が
図
ら
れ
て
い
て
立
派
で
あ
る（
た

だ
し
、
各
節
の
対
応
語
句
の
ア
ク
セ
ン
ト
ま
で
は
整
備
さ
れ
て
い

な
い
）。
し
か
し
、
現
在
の
歌
詞
は
作
曲
者
の
意
向
に
よ
る
修
正

の
結
果
で
あ
る
。
山
田
耕
筰
は
、
歌
詞
原
作
の
第
三
節
第
一
聯
が

「
自
學
の
修
練　

自
治
の
発
揮
」
で
あ
っ
た
の
を
、「
自
由
の
尊
重　

自
治
の
訓
練
」
と
読
み
替
え
る
よ
う
に
、
ま
た
、
同
時
に
「
学
の

実
化
」
を
「
学
の
じ
つ
げ
」
と
歌
う
よ
う
に
求
め
て
い
た
の
で
あ

る
。
歌
詞
は
こ
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
時
を
も
っ
て
学
歌
で
は
「
学
の
実
化
」
は
「
が

く
の
じ
つ
げ
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
昭
和
一
一
年
五
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
『
五
十
年
史
』

を
は
じ
め
、『
七
十
年
史
』『
百
年
史
』
は
、
い
ず
れ
も
服
部
嘉
香

の
オ
リ
ジ
ナ
ル「
自
學
の
修
練　

自
治
の
発
揮
」（
第
三
節
第
一
聯
）

と
し
て
記
載
し
、
現
行
と
の
違
い
を
注
釈
で
説
明
す
る
手
法
を
と

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
節
の
最
終
行
は
「
関
西
大
学　

長
き
歴
史
」
の
よ
う

服部嘉香揮毫の学歌
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に
「
関
西
大
学
」
は
一
度
出
て
く
る
だ
け
で
、
こ
れ
が
歌
詞
と
し

て
は
正
し
い
。
歌
唱
時
に
「
関
西
大
学　

関
西
大
学
／
関
西
大
学　

長
き
歴
史
」
と
歌
う
の
は
作
曲
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
る
リ
フ
レ

イ
ン
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
昭
和
三
〇
年
、母
校
が
創
立
七
〇
周
年
を
迎
え
た
後
、

服
部
嘉
香
は
歌
詞
の
扁
額
を
三
幅
揮
毫
し
、
老
成
し
た
み
ご
と
な

墨
跡
を
残
し
て
い
る
。
当
時
、校
友
会
に
あ
っ
て
機
関
紙
「
関
大
」

の
発
行
に
携
わ
っ
て
い
た
神
屋
敷
民
蔵
（
昭
四
専
国
、
評
議
員
、

の
ち
校
友
会
事
務
局
長
）
は
、作
詞
者
・
服
部
の
言
葉
を
受
け
て
、

「
歌
詞
と
し
て
は
〈
関
西
大
学　

長
き
歴
史
〉
で
、「
関
西
大
学
」

は
一
回
で
す
」
と
、
き
っ
と
し
た
口
調
で
話
し
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
た
だ
し
、
服
部
は
歌
唱
に
も
配
慮
し
て
か
、
節
の
終
り

に
小
書
し
た
「
関
西
大
学　

関
西
大
学
」
を
挿
入
し
て
か
ら
「
関

西
大
学　

長
き
歴
史
」
と
結
ん
で
い
る
一
幅
と
、「
関
西
大
学　

長
き
歴
史
」
と
だ
け
認
め
た
紙
幅
と
の
二
種
の
扁
額
を
残
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
同
じ
創
立
七
〇
周
年
の
際
に
、
服
部
か
ら
、
年
月
を
経

て
い
る
た
め
、
歌
詞
の
一
部
を
改
訂
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ

っ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
要
望
を
受
け
て
昭
和
三
〇
年
九
月
八
日
に
開
か
れ
た
理
事

会
は
、「

学
歌
作
詞
者
服
部
嘉
香
氏
ヨ
リ
希
望
ア
リ
タ
ル
関
西
大
学

学
歌
歌
詞
ハ
改
訂
セ
ズ
新
タ
ニ
作
詞
ス
ル
コ
ト
ニ
関
シ
テ
研

究
ス
ル
コ
ト
」

と
議
事
録
を
残
し
て
い
る
。
今
日
的
に
み
て
も
改
訂
の
必
要
は
な

い
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
新
た

に
作
詞
す
る
こ
と
に
関
し
て
研
究
」
を
始
め
た
形
跡
は
、
今
の
と

こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
服
部
に
は
、
作
詞
当
時

の
三
人
の
鳩
首
協
議
の
末
の
妥
協
の
思
い
出
か
ら
、
佳
節
を
契
機

と
し
て
、
あ
る
い
は
納
得
の
ゆ
く
修
正
を
し
た
い
と
い
う
心
残
り

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

学
歌
の
歌
詞
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
三
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事

会
の
席
上
、「
関
西
大
学
学
歌
を
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
翻
訳
す
る

こ
と
。
但
し
そ
の
版
権
は
関
西
大
学
が
所
有
す
る
こ
と
」
を
決
議

し
た
事
実
が
残
っ
て
い
る
。
ザ
メ
ン
ホ
フ
の
提
唱
し
た
国
際
補
助

語
と
し
て
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
普
及
の
波
に
乗
っ
て
い
た
頃
の
こ
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と
で
あ
る
が
、
歌
う
こ
と
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
節
が
あ
る
。
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
学
歌
の
歌
詞
を
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
も
残
し
て
お

き
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

5　

作
曲
家
に
よ
る
歌
唱
指
導

　

と
こ
ろ
で
、
学
歌
の
制
定
を
め
ぐ
っ
て
作
曲
家
の
山
田
耕
筰
と

の
接
点
が
何
度
も
あ
っ
た
こ
と
を
記
録
か
ら
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。

服
部
と
山
田
が
旧
知
の
間
柄
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
ま
ず
、

作
曲
を
依
頼
し
た
時
、
つ
い
で
学
歌
の
歌
唱
指
導
に
来
学
し
た
大

正
一
二
年
二
月
二
二
日
。
さ
ら
に
同
年
一
一
月
五
日
、
こ
の
日
は

山
岡
が
提
唱
し
て
始
め
た
内
外
著
名
人
に
よ
る「
学
の
実
化
講
座
」

講
師
と
し
て
「
音
楽
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
時
、
そ

し
て
大
正
一
三
年
、
大
学
の
求
め
に
応
じ
て
山
田
耕
筰
の
歌
う
学

歌
の
レ
コ
ー
ド
を
制
作
し
た
際
、
と
な
る
。
さ
ら
に
、
も
う
一
度

は
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学
校
校
歌
（
作
詞
・
服

部
嘉
香
）
の
作
曲
を
依
頼
し
た
と
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
珍
し
い
ケ
ー
ス
だ
と
思
え
る
の
が
、
先
の
、
山
田
か
ら

歌
詞
の
修
正
が
持
ち
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
通
例
は
、
作
詞
者

か
ら
歌
詞
を
受
け
た
作
曲
家
は
作
曲
の
過
程
で
歌
詞
と
の
不
整
合

が
あ
る
と
、
妥
協
す
る
か
、
事
前
に
作
詞
者
と
調
整
し
て
歌
詞
を

修
正
す
る
か
の
方
法
を
と
り
、
ス
タ
ジ
オ
の
中
で
完
結
さ
せ
て
し

ま
う
の
が
通
常
で
は
な
い
か
。
完
成
後
、
作
詞
者
、
作
曲
者
の
い

ず
れ
か
か
ら
（
ま
た
は
双
方
か
ら
）
公
然
と
修
正
を
求
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
は
ず
で
、
い
わ
ば
レ
ア
・
ケ
ー
ス
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
作
曲
者
に
よ
る
歌
唱
指
導
で
、
山
田
耕
筰
は
多
く
の
貴
重

な
教
え
を
残
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
細
か
く
『
学
報
』（
第
八
号
）

歌唱指導で来学した山田耕筰
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に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

①　

学
歌
を
歌
う
場
面
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
式
典
、
他
の

一
つ
は
学
生
生
活
の
各
場
面
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、

厳
粛
・
壮
大
・
雅
麗
の
曲
調
を
保
有
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、

そ
の
点
に
作
曲
上
苦
心
し
た
こ
と
を
よ
く
理
解
さ
れ
た
い
。

②　

式
場
で
は
厳
粛
に
、
ス
ポ
ー
ツ
で
は
軽
快
に
、
調
子
を

速
め
て
マ
ー
チ
ソ
ン
グ
と
し
て
歌
わ
れ
た
い
。

③　

原
歌
詞
の
音
節
は
整
っ
て
い
る
が
、
各
節
に
対
応
す
る

各
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
る
の
で
、
作
曲
で
補
正
し
た

が
限
界
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
想
、
発
音
、
音
程
を

忠
実
に
守
り
、
表
現
力
に
欠
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注

意
さ
れ
た
い
。

④　

和
声
は
芸
術
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
伴
奏

は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
訓
練
の
足
り
な
い
多
人
数
の

合
唱
で
は
伴
奏
で
リ
ー
ド
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
羽
目
に

陥
る
。
こ
れ
を
救
済
す
る
た
め
に
は
ピ
ッ
コ
ロ
で
メ
ロ
デ

ィ
を
主
導
す
る
方
法
が
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
今
日
に
通
じ
る
教
え
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
歌
う
心
得
と
し
て
次
の
と
お
り
レ
ッ
ス
ン
を
残
し
て

い
る
。①　

シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
（
＝
切
分
音
）
は
明
瞭
に
、
だ
れ

て
は
い
け
な
い
。
妙
味
を
発
揮
せ
よ
。

　
　

例

－

「
一
途
」「
純
正
の
ー
（
オ
ー
）」

②　
「
自
然
の
ー
」
以
下
は
平
気
で
や
や
早
く
／
「
此
の
学

園
ー
ー
」
は
や
や
緩
や
か
に
／
「
我
等
立
つ
ー
」
以
下
は

元
気
よ
く
快
活
に
／「
燦
た
る
ー
ー
」
は
特
に
強
く
／「
理

想
を
ー
」
以
下
は
や
や
円
滑
雅
麗
に
／
「
関
西
大
学
ー
ー
」

第
一
、
第
二
、
第
三
と
追
進
的
に
強
く
。
特
に
三
度
目
の

「
か
ん
」
に
注
意
せ
よ
／
「
長
き
歴
史
ー
ー
」
逐
語
的
に

強
く
区
切
る
。

　
　
　
　

 （
注
・
歌
唱
指
導
で
も
「
理
想
を
ー
」
と
あ
る
た
め
、

余
計
に
「
を
」
が
必
要
と
誤
解
さ
せ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。）

と
結
ん
だ
う
え
で
、
ス
ポ
ー
ツ
応
援
の
時
は
、「
関
西
大
学
」
が

三
度
続
く
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
「
フ
レ
ー　

フ
レ
ー
」
や
「
歓
声
」

を
挿
入
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
芸
の
細
か
い
教
え
は
、
い
ず

れ
も
今
に
通
じ
る
貴
重
な
も
の
で
、
注
意
と
関
心
を
寄
せ
て
ほ
し

い
。
こ
の
間
の
事
情
は
『
百
年
史
』（
上
四
二
八
ペ
ー
ジ
）
に
も
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触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
歌
う
上
で
の
注
意
事
項
は
、作
詞
者
の
服
部
も『
学
報
』（
第

六
号
）
に
残
し
て
い
る
。
要
約
は
次
の
と
お
り
。

欧
米
の
大
学
で
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
学
歌
を
歌
う
。
当
局
者
・

教
授
団
・
学
生
団
・
校
友
団
い
ず
れ
も
一
斉
に
脱
帽
起
立
し

て
厳
粛
、
敬
虔
の
態
度
を
示
す
。
学
歌
を
歌
う
瞬
間
は
大
学

精
神
そ
の
も
の
の
中
に
全
員
が
融
合
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
老

年
校
友
も
、
そ
の
際
は
青
春
時
代
の
心
持
に
返
っ
て
、
感
激

に
燃
え
た
面
持
を
も
っ
て
歌
う
と
い
う
美
し
い
光
景
を
本
学

に
お
い
て
も
見
た
い
と
思
う
。「
永
遠
の
相
」
を
持
つ
学
歌

は
末
長
く
、
若
々
し
く
至
純
な
心
持
を
も
っ
て
と
り
扱
っ
て

ほ
し
い
。
学
歌
は
学
外
で
も
遠
慮
な
く
歌
い
た
い
。
直
接
の

縁
の
な
い
各
方
面
の
人
々
に
対
す
る
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ

キ
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
の
一
手
段
で
あ
り
ま
す
。

と
、
期
待
を
寄
せ
て
い
る
が
、
こ
の
作
詞
、
作
曲
を
担
っ
た
二
人

の
教
訓
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
大
正
一
三
年
に
は
大
学
の
要
請
に
よ
り
山
田
耕
筰
自
身

が
歌
っ
た
関
西
大
学
学
歌
が
レ
コ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
記

録
に
残
る
。
こ
れ
も
、
山
田
が
声
楽
家
を
紹
介
す
る
方
法
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、山
田
耕
筰
の
録
音
は『
学
報
』（
第
八
号
）

で
は
「
写
声
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
山
田
が
吹
き
込

ん
だ
音
源
（
レ
コ
ー
ド
盤
ほ
か
）
は
見
当
た
ら
な
い
。
存
在
す
れ

ば
、
ま
さ
に
「
お
宝
発
見
」
の
話
題
性
は
間
違
い
な
く
、
今
で
は

「
ま
ぼ
ろ
し
の
声
」
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
津
田
梅
子
に
よ
る
肉

声
の
英
語
ス
ピ
ー
チ
の
音
源
を
津
田
英
学
塾
時
代
か
ら
大
切
に
保

存
し
て
き
た
津
田
塾
大
学
を
思
う
と
残
念
で
あ
る
。

6　

歌
詞
の
誤
謬

　

こ
こ
で
、
ま
え
が
き
に
も
ふ
れ
た
学
歌
の
歌
詞
の
誤
り
に
つ
い

て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　

学
歌
の
歌
詞
は
音
節
、
構
成
等
、
み
ご
と
に
推
敲
が
行
き
届
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
す
で
に
書
い
た
。
一
時
代
、〝
学
歌
の
三

大
名
曲
〞
と
し
て
早
稲
田
大
学
、
明
治
大
学
の
学
歌
と
並
び
賞
さ

れ
た
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
メ
ロ
デ
ィ
と
と
も
に
、
こ
の
歌

詞
の
持
つ
端
正
さ
も
、
併
せ
て
称
賛
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
わ

れ
わ
れ
後
進
が
誇
る
べ
き
遺
産
と
し
て
、
大
切
に
受
け
継
ぐ
べ
き

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
初
め
に
書
い
た
よ
う
に
「
燦
た
る
理
想　

仰
ぎ
つ
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つ
」（
第
一
節
第
四
聯
目
）
が
「
燦
た
る
理
想
を　

仰
ぎ
つ
つ
」

と
化
け
た
遠
因
が
意
外
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　

年
史
資
料
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
山
田
耕
筰
の
作
曲
原
譜
を

調
べ
る
と
、
音
符
の
下
に
歌
唱
用
の
歌
詞
が
音
節
で
振
ら
れ
て
い

る
が
、「
さ
ん
た
ー
る　

り
さ
う
を
」
と
「
…
り
さ
ふ
を
」
が
あ
り
、

長
音
で
は
な
く
、
助
詞
の
「
を
」
と
勘
違
い
し
か
ね
な
い
文
字
が

書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
音
符
の
下
に
振
り
付

け
る
長
音
の
と
こ
ろ
へ
何
げ
な
く
「
を
」
を
挿
入
し
た
の
が
、
そ

も
そ
も
の
遠
因
で
あ
ろ
う
。
幸
い
に
、
原
譜
で
は
第
一
節
だ
け
し

か
譜
面
に
振
り
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
が
幸
い
と

な
っ
た
。
第
二
、
三
節
も
、
い
つ
か
の
時
点
で
第
四
聯
目
上
句
の

体
言
の
下
に
助
詞
と
誤
解
さ
れ
る
「
を
」
が
書
き
加
え
ら
れ
る
と
、

全
節
と
も
「
を
」
が
つ
い
た
歌
詞
に
変
化
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ち
ょ
う
ど
、
創
立
一
二
〇
周
年
を
前
に
し
た
再
点
検
で
発
見

で
き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
燦
た
る
理
想
」は「
さ

ん
た
ー
る
り
そ
ー
う
（
お
）」
と
訂
正
し
た
。

　
「
理
想
」
は
「
り
そ
う
」
で
あ
る
が
、「
り
そ
お
お
」
で
は
何
と

な
く
馴
染
み
に
く
く
、
こ
れ
で
万
事
よ
し
と
い
い
き
れ
ず
、
音
節

表
記
の
問
題
に
つ
い
て
は
再
検
討
す
べ
き
点
が
残
る
。

　

ま
た
、
実
際
に
は
「
を
」
と
は
別
に
誤
謬
が
も
う
少
し
あ
る
。

逆
の
例
で
あ
る
が
、
第
二
節
第
三
聯
下
句
「
溌
溂
の
精
神
（
に
）」

で
あ
る
。『
五
十
年
史
』
で
は
「
溌
溂
の
精
神
」、『
七
十
年
史
』

と
『
百
年
史
』
で
は
「
溌
溂
の
精
神
に
」
と
な
っ
て
ば
ら
つ
い
て

い
る
が
、
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
「
に
」
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
例
示
す
る
と
、第
一
節
第
三
聯
下
句
が
「
人
世
の
曙
に
」

と
「
人
生
の
曙
に
」
が
、
い
つ
の
間
に
か
混
在
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
「
わ
れ
ら
」「
吾
等
」「
我
ら
」（
各
節
）
が
混
在
し
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
ま
こ
と
し
や
か

に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
き
に
も
あ
げ
た
服
部
嘉
香
の
歌
詞
改
訂
の
願
い
出
に
は
、
様

変
わ
り
す
る
よ
う
な
字
句
の
改
変
は
ま
っ
た
く
考
え
て
も
い
な
く

て
、
ば
ら
つ
い
た
日
常
語
の
今
日
的
な
修
正
統
一
を
期
し
た
い
と

い
う
願
望
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
、
理
事
会
で
必
要

な
し
と
さ
れ
た
願
い
出
に
対
し
て
、
服
部
揮
毫
の
扁
額
に
わ
ず
か

な
が
ら
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
り
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
例
か
ら
常
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
等
の
規
範
に

照
ら
し
て
、
一
定
の
ポ
リ
シ
ー
で
修
正
す
る
べ
き
だ
と
す
る
意
見



47　関西大学年史紀要　18

と
、
あ
く
ま
で
も
伝
統
主
義
を
貫
き
、
原
文
に
固
執
す
る
両
論
が

存
在
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
両
論
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
混
乱
が
派
生
す
る
の
で
あ
っ
て
、
明
確
な
る
方
針
の
確
立
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

話
題
を
転
じ
る
。
通
常
、
作
曲
家
が
書
き
上
げ
た
五
線
紙
は
万

人
が
正
確
に
読
み
取
れ
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
専
属
の
リ

ラ
イ
タ
ー
が
丁
寧
に
清
書
し
て
い
く
。
学
歌
の
場
合
に
も
そ
れ
が

残
っ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
を
「
關
西
大
學
學
歌
」
と
イ
ラ
ス
ト
文

字
風
に
手
書
き
し
た
も
の
を
『
學
報
』（
第
四
号
）
の
付
録
と
し

て
印
刷
し
、
広
く
学
生
に
配
布
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
第
一
は
、
こ
の
リ
ラ
イ
タ
ー
が
清
書
し
た
学
歌
の
歌
唱
譜

に
は
「
関
西
大
学　

長
き
歴
史
」
の
音
を
「
カ
ン
セ
イ
ダ
イ
ガ
ク

ー　

ナ
ー
ガ
キ
レ
キ
シ
」
と
記
し
て
い
る
。
関
西
学
院
大
学
と
の

混
同
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
案
外
、
リ
ラ
イ
タ
ー
は
印

刷
所
の
版
下
原
稿
ラ
イ
タ
ー
と
み
る
ほ
う
が
当
た
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

次
に
、
こ
の
譜
面
は
、
歌
詞
を
き
っ
ち
り
振
り
付
け
た
歌
唱
譜

で
、
こ
れ
が
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
活
版
印
刷
物
と
し
て

刊
行
さ
れ
、
広
く
学
内
に
配
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

し
、
惜
し
い
こ
と
に
、
先
の
リ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
清
書
で
は
正
し

か
っ
た
の
に
、「
さ
ん
た
ー
る
り
さ
ふ
を
（
燦
た
る
理
想
を
）」
と

余
計
な
「
を
」
が
つ
く
難
点
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
て
も
、

間
違
い
は
、
相
当
長
い
期
間
に
わ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
経
緯
か
ら
し
て
、
主
旋
律
だ
け
を
記
し
た
、
先
の
「
大
学

歌
集
」（
シ
ー
ト
形
式
）
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
改
訂
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
伴
奏
譜
も
つ
け
た
楽
譜
を
学
歌
と
し
て
再

確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
歌
う
場
面
で
の
不
統
一
（
ば

ら
つ
き
）
を
是
正
で
き
る
と
と
も
に
、
山
田
の
レ
ッ
ス
ン
に
あ
る

よ
う
に
「
厳
粛
・
壮
大
・
雅
麗
」
に
歌
う
た
め
に
も
必
要
な
こ
と

で
あ
ろ
う
。

7　

学
歌
の
テ
ン
ポ

　

学
歌
に
つ
い
て
は
歌
唱
時
の
テ
ン
ポ
の
難
題
が
残
る
。
学
歌
の

歌
唱
時
間
は
六
二
・
五
秒
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
巷
間

で
歌
わ
れ
る
学
歌
は
か
な
り
遅
く
、
曲
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
マ

ー
チ
の
テ
ン
ポ
で
、
力
強
く
明
る
く
」
と
い
っ
た
雰
囲
気
と
は
程

遠
い
。
山
田
耕
筰
の
レ
ッ
ス
ン
の
内
容
を
再
確
認
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
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学
生
や
校
友
が
様
々
な
場
面
で
、
好
き
勝
手
な
テ
ン
ポ
で
歌
う

ケ
ー
ス
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
て
も
、
学

園
歌
の
う
ち
テ
ン
ポ
を
指
定
し
た
曲
は
学
歌
と
新
学
生
歌
、
関
西

大
学
讃
歌
の
三
曲
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
最
近
は
、
関
西
大
学
讃
歌

を
除
く
学
園
歌
の
い
ず
れ
も
が
、
主
旋
律
の
み
の
楽
譜
と
な
っ
て

い
た
こ
と
も
一
因
と
な
り
、
学
生
の
音
楽
関
係
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎

年
、
指
揮
者
が
代
わ
る
と
、
自
ら
の
個
性
を
打
ち
出
す
た
め
に
適

当
に
編
曲
す
る
慣
わ
し
が
あ
る
よ
う
に
見
か
け
ら
れ
る
。「
斉
唱
曲
」

で
あ
る
は
ず
が
、
学
生
が
演
奏
す
る
と
、
二
部
三
部
の
重
唱
曲
と

な
り
、
あ
る
い
は
輪
唱
曲
と
な
っ
た
り
す
る
。
主
旋
律
だ
け
の
単

調
を
避
け
て
、
適
当
に
編
曲
し
て
変
化
、
装
飾
や
新
鮮
味
を
求
め

て
し
ま
う
。
指
揮
者
が
自
己
の
存
在
を
示
そ
う
と
す
る
の
も
分
か

ら
ぬ
話
で
は
な
い
。
考
え
て
み
れ
ば
、
同
じ
交
響
曲
で
も
カ
ラ
ヤ

ン
と
小
澤
征
爾
の
演
奏
は
異
な
る
。

8　

貴
重
な
新
資
料
の
登
場

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
再
々
度
、
年
史
資

料
類
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
貴
重
な
資
料
が
み
つ
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
学
歌
が
完
成
し
た
直
後
に
作
成
さ
れ
た
伴
奏
譜
も
入
っ
た
歌

唱
譜
の
完
全
版
で
あ
る
。
厚
手
の
白
色
上
質
紙
で
Ａ
3
判
二
つ
折

（
Ａ
4
・
四
ペ
ー
ジ
）
に
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
表
紙
（
第

一
ペ
ー
ジ
）
に
は
「
關
西
大
學
學
歌
」
と
タ
イ
ト
ル
が
書
か
れ
、

下
方
にM

CM
X
X
II

（
一
九
二
二
年
）
と
あ
る
。
二
・
三
ペ
ー
ジ

は
楽
譜
（
見
開
き
）、
四
ペ
ー
ジ
は
歌
詞
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
新
資
料
は
厚
手
の
白
色
上
質
紙
の
雰
囲
気
か
ら
み
て
、
フ

ォ
ー
マ
ル
な
場
で
の
合
唱
団
員
が
手
に
持
つ
ス
コ
ア
を
連
想
さ
せ

る
。『
年
史
』
に
は
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
制
定
後
、

学
歌
の
発
表
セ
レ
モ
ニ
ー
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一

点
は
、
山
田
耕
筰
の
歌
唱
指
導
時
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
準
備
さ
れ

た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
作
成
年
を
は
っ
き
り
と
書
い
て
あ
る

こ
と
か
ら
み
て
も
、
制
定
直
後
の
公
式
の
場
に
お
い
て
用
い
ら
れ

た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
新
資
料
は
、
先
に
「
学
園
歌
」
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
す
る
際

に
も
見
逃
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
Ａ
4
・
四
ペ
ー
ジ
で
紙
袋

に
入
れ
て
学
園
歌
関
係
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
箱
の
底
敷
に
埋
も
れ

て
い
た
品
物
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
作
詞
者
、
作
曲

者
の
手
書
き
の
原
資
料
に
関
心
が
集
中
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
、『
学
報
』
の
付
録
と
し
て
復
刻
さ
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れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
書
い
た
が
、
そ
の
原
資
料
と
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
学
歌
に
つ
い
て
は
、
こ
の
新
資
料
を
再
度
、
作
詞
者
、

作
曲
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
照
合
し
た
う
え
、確
定
版
と
し
て
認
め
、

そ
の
周
知
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

余
談
な
が
ら
本
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
正
し
い
テ
ン
ポ

の
学
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
を
毎
日
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
一
七
時
五
〇

分
の
五
時
限
終
了
時
に
「
総
合
学
生
会
館　

メ
デ
イ
ア
パ
ー
ク　
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凛
風
館
」で
奏
で
ら
れ
る
カ
リ
オ
ン
で
聞
く
学
歌
の
メ
ロ
デ
イ
が
、

メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
代
役
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

◇

　

上
述
の
よ
う
に
、
学
歌
制
定
前
後
の
経
緯
を
み
る
と
、
決
し
て

順
風
の
な
か
、
穏
や
か
に
誕
生
し
、
歳
月
を
重
ね
て
き
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
も
の
の
学
歌
で
は
な
い
と
想

像
す
る
。

　

こ
こ
に
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
乏
し
い
史
料
の
紙
背
や
行
間
を

読
み
取
ろ
う
と
し
た
一
私
見
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
乏
し
い
と

い
い
つ
つ
も
、『
学
報
』
を
は
じ
め
、
貴
重
な
資
料
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
核
心
を
見
い
だ
せ
た
の
は
幸
い
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
に
昇
格
し
た
頃
の
関
係

者
の
熱
情
は
想
像
に
余
り
あ
る
。
鮮
烈
な
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
、

そ
れ
に
反
す
る
も
の
は
容
赦
な
く
打
破
し
、
納
得
で
き
る
も
の
を

直
情
的
に
求
め
て
い
く
と
い
う
、
山
岡
順
太
郎
を
は
じ
め
と
す
る

当
時
の
関
西
大
学
関
係
者
の
気
迫
が
満
ち
溢
れ
、
い
わ
ば
風
土
と

し
て
根
づ
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
あ
り
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

わ
れ
わ
れ
後
進
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
学
歌
の
沿
革
を
辿
っ

て
知
る
、
先
人
の
ほ
と
ば
し
る
よ
う
な
情
熱
と
知
恵
か
ら
滲
み
で

る
豊
か
な
も
の
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
あ
ろ
う
。

二　

学
生
歌
に
つ
い
て

1　

学
生
歌
の
成
立

　

学
歌
に
次
い
で
取
り
上
げ
た
い
の
が
学
生
歌
で
あ
る
。

　

学
生
歌
は
学
歌
制
定
の
翌
年
、
つ
ま
り
大
正
一
二
年
の
一
二
月

四
日
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
、
大
学
予
科
三
年
生
で
あ
っ
た
浪
江

源
治
（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
六
）
が
作
詞
し
、
同
級
生
の
中
村
良

之
助
（
一
八
九
七
〜
一
九
五
七
）
が
作
曲
し
た
。
浪
江
は
卒
業
後
、

弁
護
士
と
な
り
本
学
員
外
教
授
、
評
議
員
を
務
め
、
中
村
は
、
の

ち
に
本
学
教
授
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
学
生
歌
の
成
立
は
果
た
し
て
何
時
で
あ
っ
た

の
か
。

　

各
年
史
を
ひ
も
と
く
と
、『
五
十
年
史
』（
年
表
二
二
ペ
ー
ジ
）

に
は
、
大
正
一
二
年
四
月
に
「
学
生
歌
を
選
定
す
」
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、本
文
中
に
は
記
事
を
見
い
だ
せ
な
い
。『
七
十
年
史
』（
二

七
二
ペ
ー
ジ
）
で
は
、
一
二
月
四
日
に
制
定
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
が
、
年
表
に
は
大
正
一
二
年
四
月
に
「
本
学
学
生
歌
を
選

定
」
と
記
載
し
て
い
て
、
明
ら
か
に
本
文
と
の
不
一
致
が
認
め
ら
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れ
る
。
ま
た
、
そ
の
本
文
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

旧
制
大
学
へ
の
昇
格
後
、
学
生
た
ち
は
電
車
賃
の
高
い
北
大

阪
電
鉄
に
対
し
て
運
賃
の
値
下
げ
運
動
を
行
い
、
吹
田
か
ら

千
里
山
ま
で
一
学
期
の
間
歩
い
て
通
っ
た
。
そ
の
道
す
が
ら

唱
う
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
学
校
は
こ
れ
を
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ソ
ン
グ
と
し
て
と
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
に
続
い
て
歌
詞
が
五
節
ま
で
列
記
さ
れ
て
い
る

が
、
多
く
の
印
刷
物
の
中
に
は
第
三
節
ま
で
で
完
結
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
歌
詞
が
第
五
節
ま
で
存
在
す
る
こ
と
が
案
外
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
事
情
が
あ
る
。
一
方
、『
百
年
史
』
で
は
、
本
文
、

年
表
と
も
に
大
正
一
二
年
四
月
説
を
と
っ
て
い
る
。（
大
正
一
二

年
）
一
二
月
四
日
な
の
か
、そ
れ
と
も
一
二
年
四
月
な
の
か
、年
・

月
の
と
り
違
い
か
ら
き
た
誤
り
と
推
測
さ
れ
る
が
、
大
正
一
二
年

で
あ
っ
た
こ
と
に
誤
り
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
学
歌
の
成
立
と

相
前
後
し
た
こ
の
時
期
、
学
生
に
も
運
賃
の
高
い
私
鉄
に
一
学
期

間
不
乗
運
動
を
貫
徹
す
る
気
迫
が
満
ち
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

2　

誕
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

学
生
歌
の
完
成
は
一
二
月
な
の
か
、
そ
れ
と
も
四
月
か
。

　

作
詞
者
の
浪
江
が
員
外
教
授
、
評
議
員
を
務
め
て
い
た
昭
和
三

〇
年
代
の
前
半
、
浪
江
は
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
る
日
に
よ
く
総

務
局
校
友
課
（
当
時
）
に
立
ち
寄
り
、
し
ば
し
歓
談
す
る
機
会
が

多
か
っ
た
。
そ
ん
な
あ
る
時
、話
題
が
作
詞
の
苦
労
話
に
及
ん
で
、

「
下
宿
で
蒲
団
に
も
ぐ
り
、
頭
を
絞
っ
て
歌
詞
を
書
い
た
も
ん
で

す
よ
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と
を
、
側
で
聞
い
て
い
て
明
瞭
に
覚
え

て
い
る
。
裸
電
球
の
明
か
り
を
頼
り
に
し
て
鉛
筆
で
歌
詞
を
書
い

た
様
子
を
懐
旧
の
思
い
で
話
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
状
況
か
ら
、
作
詞
は
冬
場
に
大
詰
め
を
迎
え
た
と
想
像
す

る
な
ら
ば
、
曲
も
完
成
し
て
す
ぐ
に
一
二
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り

う
る
。
反
面
、
寒
中
に
完
成
し
た
あ
と
学
生
間
に
広
が
り
、
四
月

に
入
っ
て
、
た
ま
た
ま
不
乗
運
動
が
起
こ
っ
た
時
に
、
徒
歩
通
学

の
道
中
で
歌
う
よ
う
に
な
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
の
な
り
ゆ
き
か

も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、こ
の
歓
談
の
言
葉
の
端
か
ら
は
、

断
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

加
え
て
こ
の
学
生
歌
が
大
学
予
科
の
学
生
の
作
で
あ
る
こ
と
に

注
目
し
て
お
き
た
い
。
旧
制
官
立
大
学
へ
の
過
程
と
し
て
の
旧
制
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高
等
学
校
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
私
学
に
は
大
学
予
科
が
置

か
れ
て
い
た
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
旧
制
高
校
が
高
度
の
専
門
教

育
へ
の
関
門
と
し
て
、
幅
広
い
教
養
を
育
む
場
で
あ
っ
た
と
同
様

に
、
私
学
の
予
科
に
も
共
通
し
た
土
壌
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
浪
江
の
父
は
漢
籍
に
明
る
い

人
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
浪
江
自
身
に
親
の
影
響

が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
合
わ
せ
て
こ
の
修
学
環
境
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

常
々
、
学
生
歌
の
歌
詞
を
み
る
た
び
に
作
詞
者
の
語
彙
の
豊
か
さ

に
感
服
す
る
。

3　

学
生
歌
の
歌
詞

　

こ
の
学
生
歌
の
歌
詞
は
五
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
字
面
（
じ

づ
ら
）
を
み
る
と
生
硬
な
感
じ
を
拭
い
え
な
い
が
、
漢
字
含
有
率

が
高
い
（
五
二
％
）
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
熟
字
訓
で
歌

わ
せ
る
用
語
が
点
在
す
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

熟
字
訓
を
含
む
難
読
例
を
あ
げ
て
い
く
と
、
第
一
節
で
は
「
憧

憬
（
あ
こ
が
）
れ
つ
」「
円
（
ま
ど
ろ
）
む
」、第
二
節
「
海
洋
（
わ

だ
つ
み
）」「
鉄
（
く
ろ
が
ね
）」「
丈
夫
（
ま
す
ら
お
）」、
第
三
節

「
夕
星
（
ゆ
う
づ
つ
）」、
第
四
節
「
海
士
（
あ
ま
）」「
漁
火
（
い

さ
り
び
）」「
燈
（
と
も
し
）」「
丘
の
上
（
え
）
の
」
と
、
ざ
っ
と

こ
ん
な
具
合
で
あ
る
。
第
四
節
に
は
「
す
な
ど
り
」
が
あ
る
が
、

正
し
く
「
漁
（
す
な
ど
）
り
」
と
は
せ
ず
、
な
ぜ
か
ひ
ら
が
な
を

使
っ
て
い
た
り
す
る
。
こ
こ
に
冗
長
に
列
挙
し
た
の
に
は
理
由
が

あ
る
。
こ
の
学
生
歌
が
も
っ
と
も
歌
詞
の
ば
ら
つ
き
が
多
い
学
園

歌
な
の
で
あ
る
。

　

ば
ら
つ
き
の
も
っ
と
も
多
い
の
が
第
二
節
で
あ
る
。
第
二
行
目

の
「
底
ひ
に
知
れ
ず
に
秘
め
ら
れ
し
」
と
あ
る
「
底
ひ
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
正
し
く
は
「
底
方
」
で
「
そ
こ
い
」
と
読
む
。
た
だ
し
「
底

ひ
」
と
書
い
て
「
そ
こ
い
」
と
読
ん
で
も
よ
い
。
こ
の
「
き
わ
ま

る
所
。
果
て
。
極
み
。」
を
表
す
用
語
が
今
で
は
広
く
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
各
『
年
史
』
で
も
取
り
上
げ
方
は
ば
ら
つ
い

て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ば
ら
つ
き
の
大
き
い
の
が
第
三
行
目
の
「
幾
そ
」
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
正
し
く
は
「
幾
十
（
い
く
そ
）」
で
あ
る
。
十

三
（
＝
地
名
・
じ
ゅ
う
そ
う
）
の
「
そ
」
で
あ
り
、「
十
合
（
そ

ご
う
）
百
貨
店
」
の
「
そ
」
で
あ
る
。
こ
の
二
語
は
、
今
で
は
日

常
的
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
い
。
い
わ
ば
死
語
に
近
い
が
、
辞
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書
に
は
登
載
さ
れ
て
い
る
故
に
、
勝
手
に
ば
ら
つ
か
せ
た
ほ
う
の

勉
強
不
足
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
底
ひ
」
は
「
底
い
」
と
の
混
用

に
と
ど
ま
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
幾
そ
」
は
「
幾
層
」「
幾
ソ
」「
幾

多
」、
な
か
に
は
「
幾
」
の
次
に
「
し
か
ば
ね
か
ん
む
り
」
に
カ

タ
カ
ナ
の
「
ソ
」
を
書
き
入
れ
た
「

」
ま
で
出
現
し
て
い
る
。

大
量
を
表
す
「
幾
十
」
は
、
日
常
的
に
も
よ
く
「
幾
そ
」
と
使
用

し
た
よ
う
で
、「
大
学
歌
集
」（
シ
ー
ト
）
の
印
刷
に
あ
た
っ
て
は

「
幾
そ
」
と
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
用
字
用
語
の
問
題
と
は
別
に
、
作
曲

上
の
大
き
な
問
題
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

こ
の
学
生
歌
の
歌
詞
は
、
通
覧
す
る
と
七
五
調
で
統
一
さ
れ
て

い
る
。
七
五
調
は
、
島
崎
藤
村
の
「
初
恋
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
日
本
語
の
美
し
い
リ
ズ
ム
を
表
現
す
る
語
調
で
あ
り
、
作
詞

者
が
夢
見
た
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ま
こ

と
に
惜
し
い
こ
と
に
、
十
分
に
推
敲
す
る
だ
け
の
時
間
的
余
裕
が

な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
七
五
調
六
聯
で
一
節
を
構
成
す
る

歌
詞
が
、
し
か
も
、
よ
り
に
よ
っ
て
第
一
節
に
破
調
を
き
た
し
て

い
る
の
は
、
何
度
み
て
も
惜
し
い
限
り
で
あ
る
。
第
一
聯
「
御
空

に
輝
く
」
と
第
三
聯
「
久
遠
の
理
想
を
」
が
七
音
で
は
な
く
八
音

に
、
ま
た
「
高
く
求
め
」
が
五
音
で
な
く
六
音
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
と
く
に
第
三
聯
は
学
歌
に
倣
い
「
久
遠
の
理
想
」
で
止

め
て
い
る
と
、
字
余
り
の
一
か
所
は
破
調
を
避
け
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
惜
し
ま
れ
る
点
は
、
こ
の
破
調
の
第
一
節
に
曲
を
つ
け

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
ば
ら
つ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、

第
二
節
以
降
で
は
、
歌
唱
時
に
ど
こ
か
に
長
音
を
挿
入
し
て
辻
褄

を
合
わ
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
歌
う
人
や
機
会
に
よ
っ
て
、

こ
の
長
音
の
入
れ
所
が
違
い
、
学
生
歌
の
ば
ら
つ
き
を
温
存
す
る

原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
学
生
歌
の
歌
詞
の
主
題
は
、
第
一
節
か
ら
「
空
・
海
・
空
・

海
・
空
」
と
空
と
海
が
交
互
に
で
て
く
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

作
詞
者
は
字
余
り
が
あ
っ
て
も
、「
御
空
に
輝
く
…
」
と
歌
い
だ

す
「
空
」
か
ら
始
め
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
仮
に
、
字
余

り
の
あ
る
こ
の
第
一
節
を
終
節
に
回
し
、
盛
り
上
が
る
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
し
て
曲
を
つ
け
る
方
法
も
あ
っ
た
と
思
う
と
残
念
で
あ
る
。

し
か
し
、こ
の
よ
う
に
一
方
的
に
想
像
す
る
の
に
も
問
題
が
あ
る
。

案
外
、
作
詞
者
は
、
字
余
り
の
八
音
に
リ
ズ
ム
を
描
い
て
い
た
の

か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
学
生
歌
は
長
く
三
節
で
構
成
さ
れ
た
歌
だ
と
思
い
こ
ま
れ

て
い
た
。「
あ
れ
、
第
五
節
ま
で
あ
っ
た
の
か
」
と
驚
か
れ
た
話

が
よ
く
聞
か
れ
る
。
長
老
校
友
に
は
、
ま
こ
と
し
や
か
に
、
そ
う

思
い
こ
ん
で
い
る
人
が
多
い
。
そ
し
て
、
第
四
節
以
降
は
あ
と
に

な
っ
て
書
き
足
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
も

ま
た
、
確
証
は
な
い
。
私
は
、
む
し
ろ
、
歌
詞
に
使
わ
れ
て
い
る

語
彙
を
み
て
も
、
ま
た
、
空
・
海
・
空
・
海
・
空
と
並
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
は
、
浪
江
源
治
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

思
い
た
い
。
た
だ
し
、
最
初
か
ら
第
五
節
ま
で
完
結
し
て
い
た
も

の
か
ど
う
か
、
こ
の
あ
た
り
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
心
も
と
な
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
歌
詞
を
読
み
、
条
件
反
射
の
よ
う
に
、
す
ぐ
に

学
生
歌
の
旋
律
を
連
想
す
る
の
で
は
な
く
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
七

五
調
の
詩
と
し
て
朗
読
し
て
み
れ
ば
、
ま
た
新
鮮
な
印
象
を
受
け

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

念
の
た
め
、
少
々
長
く
な
る
が
、
こ
こ
に
浪
江
が
作
っ
た
学
生

歌
の
歌
詞
全
五
節
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

　
　

㈠　

 

御
空
に
輝
く
撩
爛
の　

北
斗
の
星
に
憧
憬
れ
つ

久
遠
の
理
想
を
高
く
求
め　

辿
る
天
路
の
草
枕

行
く
若
人
の
仮
寝
に
も　

円
む
夢
の
清
き
哉

　
　

㈡　

 

紺
碧
深
き
海
洋
の　

底
ひ
に
知
れ
ず
秘
め
ら
れ
し

幾
そ
の
宝
捜
す
べ
く　

腕
鉄
の
丈
夫
が

丈
余
の
櫓
櫂
舵
取
り
て　

今
し
舟
出
の
朝
ぼ
ら
け

　
　

㈢　

 

空
に
瞬
く
夕
星
の　

さ
や
け
き
光
仰
ぎ
み
つ

い
ざ
高
誦
さ
ん
精
進
の　

自
学
の
曲
も
朗
か
に

歌
う
歌
人
の
胸
底
に　

若
き
命
の
響
あ
り

　
　

㈣　

 

若
き
海
士
の
背
夕
陽
あ
び　

月
苫
の
上
に
傾
き
て

暮
る
れ
ば
ゆ
ら
ぐ
漁
火
の　

友
の
燈
と
手
を
取
り
て

語
り
交
し
つ
す
な
ど
り
の　

今
宵
憩
わ
ん
自
治
の
島

　
　

㈤　

 

瞬
く
星
の
啓
示
受
け　

囁
く
波
の
私
語
聞
き
て

青
葉
隠
く
る
る
丘
の
上
の　

自
学
と
自
治
の
学
園
に

灯
す
燈
火
の
清
け
れ
ば　

千
里
の
原
に
月
淡
し

　

な
お
、
こ
の
学
生
歌
に
は
、
一
時
期
、
作
詞
者
、
作
曲
者
に
続

き
「
清
水
脩
編
曲
」
と
併
記
さ
れ
た
大
学
の
印
刷
物
が
あ
っ
た
が
、

年
代
も
合
わ
ず
、
何
か
の
思
い
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
誤
り
は
現
在
は
見
か
け
な
い
。

お
わ
り
に

　

昨
今
み
ら
れ
る
関
西
大
学
学
園
歌
の
乱
れ
を
憂
慮
し
て
、
正
し
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い
姿
で
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
見
地
か
ら
、
学
歌
と
学
生
歌
の

沿
革
と
現
状
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
。
た
だ
、
振
り
返
っ
て
痛

感
し
た
の
は
、
音
源
に
関
す
る
必
要
な
史
料
が
乏
し
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
学
園
歌
を
取
り
ま
く
状
況
が
か
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と
は

い
え
、
貴
重
な
も
の
が
校
友
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
。
昔
の
Ｓ
Ｐ
盤
と
い
わ
れ
た
学
園
歌
の
レ
コ
ー
ド
盤
と
ゼ

ン
マ
イ
式
の
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
音
機
一
式
が
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
寄
贈
主
は
中
嶋
英
文
氏
（
昭
四
四
学
一
経
）
で
、
同
氏
か
ら

の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
Ｓ
Ｐ
盤
は
昭
和
六
年
頃
の
も
の
、
蓄
音

機
は
昭
和
初
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ゼ
ン
マ
イ
式
ポ
ー
タ
ブ

ル
蓄
音
機
は
ハ
ン
ド
ル
で
ゼ
ン
マ
イ
を
巻
い
て
動
力
源
と
す
る
が
、

回
転
が
不
安
定
で
、
正
確
な
七
八
回
転
の
速
度
を
長
時
間
安
定
し

て
保
つ
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
レ
コ
ー
ド
盤
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と

は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

① 　

収
録
さ
れ
て
い
る
曲
は
、「
学
歌
」（
Ａ
面
）
と
「
学
生
歌
」

（
Ｂ
面
）
の
二
曲
で
あ
る
。

　

② 　

Ｂ
面
の
「
学
生
歌
」
と
あ
る
の
は
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が

「
応
援
歌
」
と
し
て
歌
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
か
だ
か
八
〇
年
以
内
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
歌
と

応
援
歌
と
の
関
係
や
変
遷
に
新
た
な
疑
問
が
起
こ
り
、
改
め
て
今

後
の
考
察
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
う
し
て
貴
重

な
資
料
が
寄
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
な
お
学
園
歌
の
沿
革
を
詳
細

に
た
ど
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
盤
に
つ
い
て
も

日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
社
原
盤
番
号
二
六
五
〇
Ａ
・
Ｂ
を
よ

り
ど
こ
ろ
に
製
造
元
に
照
会
し
た
が
、
こ
の
原
盤
番
号
に
限
っ
て

ま
っ
た
く
詳
し
い
デ
ー
タ
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

た
だ
こ
の
レ
コ
ー
ド
盤
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
、「
紅

千
里
桃
源
の
」
と
歌
う
現
在
の
応
援
歌
は
阿
賀
杜
里
作
詞
、
阪
東

政
一
作
曲
で
あ
る
こ
と
、
阪
東
は
昭
二
六
経
卆
の
校
友
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。

　

い
ろ
い
ろ
と
書
き
連
ね
て
き
た
が
、
た
と
え
、
演
繹
的
な
考
察

を
試
み
て
も
実
証
に
よ
る
説
得
力
に
は
乏
し
く
、記
述
内
容
に
は
、

常
に
、「It m

ay be that

」
が
つ
き
ま
と
う
。
今
回
は
、
紙
幅

の
都
合
等
か
ら
他
の
学
園
歌
に
ま
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
長

く
歌
い
継
が
れ
て
い
る
逍
遥
歌
や
、
比
較
的
新
し
い
新
学
生
歌
、

関
西
大
学
讃
歌
な
ど
の
沿
革
に
つ
い
て
書
き
記
し
て
お
き
た
い
こ

と
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
音
源
に
関
わ
る
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ス
ク
ー
ル
カ
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ラ
ー
の
変
遷
、
校
旗
、
校
章
や
襟
章
等
、
沿
革
を
明
確
に
し
て
お

き
た
い
対
象
は
多
い
。
さ
ら
に
、
新
た
に
加
わ
っ
た
関
西
大
学
北

陽
高
等
学
校
関
係
の
そ
れ
ら
の
沿
革
を
も
明
確
に
記
録
と
し
て
残

し
て　

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
も
、
た
だ
一
つ
の
目
的
は
、
た
と
え
時
代
や
場
に
よ
っ

て
バ
リ
ア
ン
ト
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
正
統
な
る
学
園
歌
の
真
髄

を
体
し
て
、
母
な
る
関
西
大
学
へ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
脈
々

と
、
そ
し
て
誇
ら
し
く
継
承
し
、
高
揚
さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
、
た
だ
そ
の
一
点
に
あ
る
。

        

（
い
し
だ　

け
ん
い
ち　

年
史
編
纂
委
員
会
委
員
・

 

関
西
大
学
教
育
後
援
会
）


